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「札幌コンベンションセンターにおける新型コロナウイルス感染症・感染拡大防止ガイド
ライン」（2020 年 7月 17日版*）に従い、下記の感染対策を実施する。 
* https://www.sora-scc.jp/images/scc_covid19_guidelines20200717.pdf 
 
 会場 

 会場入口に人体用サーモグラフィ等を設置する。（専任スタッフやデータ記録装置
などは置かない） 

 受付・ランチョンセミナーチケット配布場所の床面には参加者を並ばせるための
待機位置を示す。 

 受付にはアクリル板や透明ビニールなどの遮蔽板を設置する。 
 アルコール消毒液を会場内に適宜配置する。 
 部屋のドアは常時解放するか、あるいは休憩時間に開放を行うことで十分な換気

対策を行う。 
 
 大会関係者 

 当日に 37.5 度以上の発熱がある場合や、発熱がなくても感染が疑われる体調不良
がある場合は運営に関わらせない。 

 
 大会参加者 

 発熱等の感染が疑われる症状がある場合には来場を控えるようにホームページ等
で案内を行う。 

 コンベンションセンターへの入場に際して検温を行うようにホームページおよび
会場内掲示にて案内する。 

 会場内でのマスク着用や人との距離を保つ、大声での会話を控えるなどの感染防
止策を遵守するようにホームページおよび会場内掲示にて案内する。 

 
 大会/運営本部 

 体温計、マスク、ビニール手袋等の備品を用意する。 
 万一、感染が発生した場合に備え、参加登録情報をもとに名簿を作成する。 

 
 


